
 
別紙３ 

○
総
務
省
告
示
第 

 
 

号 
第
二
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
に
係
る
第
二
種
交
付
金
及
び
第
二
種
負
担
金
算
定
等
規
則
（
令
和
七
年
総
務

省
令
第
十
六
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
回
線
単
価
の
算
定
方
法
を
次
の
よ
う
に
告
示

す
る
。 

 
 

令
和 

 

年 
 

月 
 

日 

総
務
大
臣 

村
上
誠
一
郎 

 
 

（
用
語
） 

第
一
条 

こ
の
告
示
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
第
二
号
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
に
係
る
第
二
種
交
付
金
及
び
第
二
種
負
担
金
算
定

等
規
則
（
以
下
「
第
二
号
算
定
等
規
則
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

一 

申
請
単
価 

事
業
年
度
ご
と
の
第
二
種
負
担
認
可
の
申
請
に
当
た
っ
て
当
該
申
請
に
係
る
第
二
種
負
担
金
の
総

額
を
算
定
す
る
た
め
に
算
定
す
る
回
線
単
価
で
あ
っ
て
、
当
該
申
請
の
日
が
属
す
る
事
業
年
度
の
一
月
か
ら
当
該

事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
の
十
二
月
ま
で
の
月
ご
と
の
高
速
度
デ
ー
タ
伝
送
役
務
提
供
事
業
者
ご
と
の
算
定
対
象

回
線
数
に
乗
ず
る
こ
と
に
よ
り
当
該
翌
事
業
年
度
に
お
い
て
徴
収
す
べ
き
当
該
月
ご
と
の
算
定
対
象
回
線
数
に
係

る
当
該
高
速
度
デ
ー
タ
伝
送
役
務
提
供
事
業
者
ご
と
の
第
二
種
負
担
金
の
月
額
の
算
定
に
用
い
る
も
の
を
い
う
。 



 

二 

認
可
単
価 

事
業
年
度
ご
と
の
第
二
種
負
担
認
可
の
申
請
に
係
る
法
第
百
十
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
務
大
臣
が
認
可
し
た
第
二
種
負
担
金
の
額
及
び
徴
収
方
法
に
係
る
回

線
単
価
で
あ
っ
て
、
当
該
単
価
と
当
該
申
請
に
係
る
申
請
単
価
と
が
異
な
る
場
合
に
当
該
申
請
単
価
に
代
え
て
当

該
申
請
の
日
が
属
す
る
事
業
年
度
の
一
月
か
ら
当
該
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
の
十
二
月
ま
で
の
月
ご
と
の
高
速

度
デ
ー
タ
伝
送
役
務
提
供
事
業
者
ご
と
の
算
定
対
象
回
線
数
に
乗
ず
る
こ
と
に
よ
り
当
該
翌
事
業
年
度
に
お
い
て

徴
収
す
べ
き
当
該
月
ご
と
の
算
定
対
象
回
線
数
に
係
る
当
該
高
速
度
デ
ー
タ
伝
送
役
務
提
供
事
業
者
ご
と
の
第
二

種
負
担
金
の
月
額
の
算
定
に
用
い
る
も
の
を
い
う
。 

 

三 

調
整
単
価 

事
業
年
度
ご
と
の
第
二
種
負
担
認
可
の
申
請
を
し
た
日
が
属
す
る
事
業
年
度
が
終
了
し
た
と
き
に

速
や
か
に
算
定
す
る
回
線
単
価
で
あ
っ
て
、
当
該
単
価
と
当
該
申
請
に
係
る
申
請
単
価
（
当
該
申
請
に
係
る
認
可

単
価
が
当
該
申
請
に
係
る
申
請
単
価
と
異
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
可
単
価
）
と
が
異
な
る
場
合
に
当
該

申
請
単
価
に
代
え
て
当
該
申
請
を
し
た
日
が
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
の
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
月
ご

と
の
高
速
度
デ
ー
タ
伝
送
役
務
提
供
事
業
者
ご
と
の
算
定
対
象
回
線
数
に
乗
ず
る
こ
と
に
よ
り
当
該
翌
事
業
年
度

に
お
い
て
徴
収
す
べ
き
当
該
月
ご
と
の
算
定
対
象
回
線
数
に
係
る
当
該
高
速
度
デ
ー
タ
伝
送
役
務
提
供
事
業
者
ご

と
の
第
二
種
負
担
金
の
月
額
の
算
定
に
用
い
る
も
の
を
い
う
。 

 

（
申
請
単
価
の
算
定
方
法
） 

第
二
条 

申
請
単
価
は
、
第
二
種
支
援
業
務
見
込
費
用
（
第
二
種
負
担
認
可
の
申
請
の
日
が
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事



 

業
年
度
に
交
付
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
第
二
種
交
付
金
の
総
額
並
び
に
そ
の
交
付
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に

要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
費
用
の
額
を
合
計
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
次
項
に
定
め
る
前
年
度
徴
収

過
不
足
見
込
額
を
減
じ
た
額
（
同
項
に
お
い
て
「
徴
収
必
要
見
込
額
」
と
い
う
。
）
を
合
計
算
定
対
象
回
線
数
（
第

二
号
算
定
等
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
（
第
二
号
算
定
等
規
則
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
除
し
て
得
た
額
に
、
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
上
げ
る
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
前
年
度
徴
収
過
不
足
見
込
額
は
、
同
項
の
第
二
種
負
担
認
可
の
申
請
の
日
が
属
す
る
事
業
年
度

の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
第
二
種
負
担
認
可
の
申
請
に
係
る
申
請
単
価
に
当
該
申
請
に
係
る
合
計
算
定
対
象
回
線
数

を
乗
じ
た
額
か
ら
当
該
申
請
に
係
る
徴
収
必
要
見
込
額
を
減
ず
る
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
第
二
種
負
担
認
可
の
申
請
に
係
る
認
可
単
価
が
当
該
申
請
に
係
る
申
請
単
価
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当

該
認
可
単
価
を
申
請
単
価
と
み
な
し
て
前
項
及
び
次
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

（
調
整
単
価
の
算
定
方
法
） 

第
三
条 

調
整
単
価
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
年
度
ご
と
の
申
請
単
価
の
算
定
に
用
い
た
第
二
種
支
援

業
務
見
込
費
用
を
二
で
除
し
た
額
か
ら
徴
収
過
不
足
反
映
額
（
徴
収
過
不
足
実
績
額
（
当
該
申
請
単
価
の
算
定
に
係

る
第
二
種
負
担
認
可
の
申
請
を
し
た
日
が
属
す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
徴
収
し
た
第
二
種
負
担
金
の
総
額
か
ら
当
該

事
業
年
度
に
交
付
し
た
第
二
種
交
付
金
の
総
額
並
び
に
そ
の
交
付
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
要
し
た
費
用
の
額



 

を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
）
と
前
年
度
徴
収
過
不
足
見
込
額
と
の
差
額
を
い
う
。
）
を
減
じ
た
額
を
当
該
事
業
年
度

の
終
了
の
日
を
第
二
号
算
定
等
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
算
定
の
日
と
み
な
し
て
算
定
す
る
合
計
算
定
対
象
回
線

数
を
二
で
除
し
て
得
た
額
に
、
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
上
げ
る
方
法
に
よ
り
算
定
す

る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
告
示
は
、
公
示
の
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
規
定
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

２ 

令
和
七
年
度
に
行
う
申
請
単
価
の
算
定
に
係
る
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
種

支
援
業
務
見
込
費
用
（
第
二
種
負
担
認
可
の
申
請
の
日
が
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
交
付
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
第
二
種
交
付
金
の
総
額
並
び
に
そ
の
交
付
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
費

用
の
額
を
合
計
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
次
項
に
定
め
る
前
年
度
徴
収
過
不
足
見
込
額
を
減
じ
た
額

（
同
項
に
お
い
て
「
徴
収
必
要
見
込
額
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
種
支
援
業
務
見
込
費
用
（
第
二
種

負
担
認
可
の
申
請
の
日
が
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
交
付
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
第
二
種
交
付
金
の
総

額
並
び
に
そ
の
交
付
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
費
用
の
額
を
合
計
し
た
額
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
」
と
す
る
。 

３ 

令
和
八
年
度
に
行
う
申
請
単
価
の
算
定
に
係
る
第
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
徴
収
必

要
見
込
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
種
支
援
業
務
見
込
費
用
」
と
す
る
。 


